
札幌市環境局 円山動物園 保全・教育推進課

保全・教育担当係長 佐竹 輝洋

2025.3.22 札幌市円山動物園×気候変動教育プロジェクト

「対話・学びの拠点としての動物園・水族館の可能性」

円山動物園における対話・学びの取組
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自然と人が共生する持続可能な社会の

「実現」に貢献するため、「動物福祉」を

根幹に、生物多様性の「保全」、「教育」

「調査・研究」「リ・クリエーション※」に力

を入れていく。
※「ビジョン2050」では、レクリエーションに代わる表現としてリ・クリエーションを「再創

造」と定義して使用する。

重点取組の１つに「教育」を位置付け
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ボランティアによるガイド

• サンデーガイド
• ツアーガイド
• 各種イベントの開催
（チリモン観察会、羊毛フェルト等）

飼育員・獣医師によるガイド

• 円山ZOOガイド
• 世界○○の日特別ガイド
（イベントを開催する場合もあり）

• 動物病院ガイド

その他のプログラム

さっぽろ円山動物園だよりの発行も
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○教育対象者について

→主に小中学生向けのプログラムが多く、将来のキャリアを検討する高校

生・大学生向けのプログラムが少ない。

○教育の深度、行動変容について

→小中学生に合わせたプログラムが多いため、教育内容の深度が浅く、また、

行動変容まで結び付けた教育プログラムまで展開できていない。

○教育担当職員の体制について

→地球環境問題など、専門的なプログラムを実施するための人材が不足し

ているほか、新たなプログラムを検討する余裕が少ない。

○「オランウータンとボルネオの森」オープン（2024年5月）

→新たな施設を活用した教育プログラム実施の必要性。
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● 関係者・実践者によるワークショップ（全3回）
● 動物園の魅力、可能性、取り組みのアイデアを整理
● フォーラムで成果を発信

2023
作戦会議

2025
仕組み化

● イベントでの発信 ～ アースデイへの参加
● 学校教育との連携 ～ 教員ワークショップの開催
● 飼育展示を活用した対話プログラムの実践（全3回）
● 道内動物園・水族館の環境教育実践状況等のヒアリング調査

● 企業と連携したプログラム試行（全2回）
● 動物園と企業の対話・意見交換
● 道内他園館での可能性、今後の方針の検討

2024
実践

○「気候変動教育」をテーマに、環境省北海道環境パートナーシップオフィス（EPO北海道）との

連携により、2023年度からスタートしたプロジェクト。

○円山動物園において、生息地の環境変化や気候変動に関するメッセージを伝えるとともに、環境・

サステナビリティについての対話・学びの場としての動物園の役割を定着させることを目指す。

札幌市円山動物園×気候変動教育プロジェクト
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○飼育動物の解説を入口に、生息地の環境変化や気候変動の影響、複雑性を知り、暮らしや社

会・経済活動との関わりを考える対話の場として試行実施。

○各回ともスタッフの園内ガイド、生息地についての情報提供を経て、ファシリテーターの進行により参

加者同士で意見交換・交流を行った。

アムールトラ・ユキヒョウ編

～寒帯林・高山帯で何が起きているのか～

2024年11月3日（土）13:00～16:00

1 アジアゾウ・オランウータン編

～アジアの森と私たちの暮らし～

11月16日（土）13:00～16:00

ゴマフアザラシ・ワシ類編

～気候変動と北海道の野生生物～

11月23日（土）13:00～16:00
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● 高山帯や寒帯林の環境、自然と共生する先住民
の暮らし、人間活動や気候変動の直接・間接の影
響・環境変化を学び、問題解決や動物園の役割
について意見交換（参加19名）

● ゲスト：伊藤健次さん（写真家）
工藤菜生（札幌市円山動物園）

● ゾウやオランウータンを通して熱帯雨林の開発と私た
ちの生活との関わりを伝え、パーム油を題材にエシカ
ルな暮らし・経済の可能性について対話（参加23
名）

● ゲスト： 八木亜紀子さん（開発教育協会）
朝倉卓也（札幌市円山動物園）

● 気候変動の影響を直接間接に受けている北海道
の野生生物について考える場として開催（参加19
名）

● ゲスト：小林万里さん（東京農業大学）
菊池晏那（札幌市円山動物園）
長谷川理さん（EnVision環境保全事務所）

※このほか、2025年3月に地域フォーラムを実施。
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○2024年度の実施内容を踏まえ、参加者にとって「より身近な製品や体験」をテーマとした内容。

○登壇者からの情報提供や動物を見ながらの解説を踏まえ、対話を通じて自身が感じたことや疑問

に思ったこと、これからの行動について対話を通じて考える機会を創出。

※このほか、2025年12月に企業との意見交換会、2026年3月に地域フォーラムを実施。
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第1回 第2回 第3回 合計

参加者数 19 23 26 68

アンケート回収数 7 11 16 34

回収率 36.8% 47.8% 61.5% 50.0%

＜自由記述（抜粋）＞
■プログラムの中で、特に関心を持たれたこと。
・パーム油の認証マークの紹介から、自分のスーパーでの買い物などを振り

返らされて、消費者としての自分の行動にもう少し環境配慮の視点が必要
だと感じました。

・それぞれの立場に沿って意見交換する企画に関心をもった。それぞれの意
見を知ることができた

■動物園で行いたいと思ったことや、動物園の取組への期待。
・さらに動物ガイドがある時に説明を聞きたいと思った。
・今回のような催しに積極的に参加し、人に広めたい

■その他、ご意見やご感想、お気づきの点等。
・座学だけの講義、講演よりも実際に動物を観察しながらのお話は興味深か

ったです。機会があれば生息域内で出来る活動に参加してみたいです。
・見知らぬ人と話すのは、ハードルが高いことでしたが、逆に普段話せない

世代の方の意見がきけたり、とても貴重な機会となりました。
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第1回 第2回 合計

参加者数 30 18 48

アンケート回収数 26 16 42

回収率 86.7% 88.9% 87.5%

＜自由記述（抜粋）＞
■日々の暮らしと気候変動・生物多様性についての気づき。
・刻一刻と気候変動が、我々の暮らしにさまざまな影響を与えていること。
・やれる事は、まだまだたくさんあるのかも？と思うことができました。や

はり、いろいろな人との意見交換は大切ですね。

■気候変動対策や生物多様性保全について、動物園の取組への期待。
・本日のように、来園者にこうしたテーマについて、感じ考え、行動につな

がる試みをこれからも続けていただきたい。
・動物ガイドの際に気候変動・生物多様性保全に関する内容も含めていただ

けるとありがたいです。

■その他、ご意見やご感想、お気づきの点等。
・このような貴重な機会をありがとうございました。知り合いにも今日の気

付きを伝えていこうと思います。
・意見交換なしで質疑応答までのプログラムでよいので、セミナー等を今後

も実施してほしい。
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ユーザーローカルAIテキストマイニング｜https://textmining.userlocal.jp/

＜2024年度（回答数：74件）＞
・本日のプログラムの中で、特に関心を持たれたことをお聞かせください。
・動物園であなたが行いたいと思ったことや、動物園の取組への期待がありましたらご記入ください。
・その他、ご意見やご感想、お気づきの点等がございましたら、ご自由にご記入ください。
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ユーザーローカルAIテキストマイニング｜https://textmining.userlocal.jp/

＜2025年度（回答数：68件）＞
・私たちの日々の暮らしと気候変動・生物多様性について、どのような気づきがありましたか。
・気候変動対策や生物多様性保全について、動物園の取り組みへの期待などございましたらお聞かせください。
・その他、ご意見やご感想、お気づきの点等がございましたら、ご自由にご記入ください。
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ユーザーローカルAIテキストマイニング｜https://textmining.userlocal.jp/

気候変動や生物多様性に関する

コメントが多く現れた



Page学生向けプログラムの試行実施（2024年9月） 14

https://www.city.sapporo.jp/zoo/04event/r6/060921workshop.html

○認定NPO法人開発教育協会（DEAR）と連携し、

同協会が開発した「パーム油のはなし－地球にやさし

いってなんだろう？」を元に、パーム油について学び、円

山動物園で実施できる教育プログラムを高校生、大

学生が考え、実践するワークショップを開催。

○対象は環境問題に関心のある高校生・大学生のグル

ープとし、当日は７つのグループ（計26名）が参加し

た。

https://www.dear.or.jp/books/book01/375/
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○９月に実施したワークショップで検討した教育プログラ

ムをベースに、同年10月19日（土）に、参加者によ

る教育プログラムを実践した。

【実施プログラム】

■藤女子大学 人間生活学科2年「藤女子大学チームラボ」

→小学生を対象とし、「へぇ、知らなかった！ホッキョクグマのひみつ」ワークショ

ップを開催し、気候変動がホッキョクグマに与える影響を探り、持続可能

な未来に向けたアクションを参加者の方々と一緒に考える。

■酪農学園大学

→オランウータンとボルネオの森の来場者に対し、パーム油や動物をテーマに

したビンゴ型クイズラリーを実施。

■元札幌開成7期

→小学生以下のお子さんを対象に、オランウータンやアジアゾウに関するワー

クシートを使ったクイズを実施。

■市立藻岩高等学校

→ゾウ舎に訪れる来園者に対して、ボルネオ島でのプランテーション事業や野

生動物との軋轢に関する話題提供を行う。

■札幌龍谷学園高等学校

→来園者に向けてパネルの解説や、パーム油と私たちの生活に関してのプレ

ゼンテーションを行う。

■札幌啓成高校

→森林の減少や分断化による人間生活と野生動物の接近・接触について

のプレゼンテーションや、来園者の皆さんが考える望ましい共生関係につ

いて模造紙に書き込んでもらう、紙上ディスカッションを行う。

https://www.city.sapporo.jp/zoo/04event/r6/061019program.html
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○高校生・大学生による多様なプログラムを来園者に向けて実施できたほか、ワークショップを実施した開発教育

協会（DEAR）のホームページでも一連の取組が発信された。

○また、酪農学園大学の学生が実施した「オランウータンとボルネオの森」の来場者に対するビンゴ型クイズラリーは、

「動物以外の展示物を来園者に見てもらえない」という課題を解決できるものであったことから、2025年度から

当園のプログラムとして実施することとした（内容については別途ポスター発表で報告）。

○さらに、今回参加した学生が、他の当園事業のボランティアとして参加するなど、動物園との関わりが深まった。

展示を見ないと
回答できないクイズを実施

DEARによるレポート

2025年3月に実施した
イベントに学生が

ボランティアとして参加
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○外部機関との連携によるノウハウ活用
環境省北海道環境パートナーシップオフィス（EPO北海道）や開発教育協会（DEAR）との連携とノウハ

ウの活用により、気候変動や生物多様性、パーム油の現状や課題に関して、専門家や実践者を通

じて参加者に伝えることができた。

○中高生以上の年齢層を対象とすることへの理解の深化
小中学生が対象の場合では実践しづらい、気候変動などの環境問題に関する現状や現地の課題

などの深い理解を提供することができたほか、対話を通じたプログラムにより、気候変動や生物多様性

への関心の高まりを得ることができた。

○プログラム実施による考察
今回の事例では、動物園職員のみでは実施が難しい、環境問題に関する専門的知識の提供や

対話におけるファシリテーション技術の活用、学生による来園者向けプログラムの構築方法の情報提

供など、これまで実施できていなかった教育プログラムを構築することができた。また、学生による実践

者の育成まで結びつけられたことから、外部機関との連携による専門的知識や経験、人的リソースの

活用は、動物園教育において有効となる可能性が示唆された。
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出前講座
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ご清聴、ありがとうございました。

質問・要望等は↓までご連絡ください。

札幌市円山動物園 保全・教育推進課（中央区宮ケ丘3番地1）
TEL：011-621-1426
Mali：zoo.edu@city.sapporo.jp
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